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議会だより議会だより
た か は ぎ

５月 11日（土）に総合福祉センターにおいて５年ぶりに議会報告会を開催し、36名の方にご参加いただきました。
令和６年度予算の新規事業を中心とした報告を行い、その後、意見交換を行いました。

今回の報告会でいただいたご意見等は市長に提出し、その対応について回答を求めましたので、
その一部を紹介します。また、今回紹介できなかったご意見等は、次号に掲載予定です。

※報告会実施報告書等は議会ホームページからご覧になれます。

高萩市議会
ホームページ

「のるる」の使い勝手を良くしてほしい
交通事業者である茨城交通㈱と協議しながら、課題解決等に向けて進めていきます。

防犯灯、街路灯が減少し、通学路等が暗くなっているので、街路灯等を増やしてほしい
児童生徒の通学の安全を図るため、学校等から報告があった箇所等について毎年通学路の合
同点検を実施しています。点検の際に危険箇所として要望があった場合には、防犯灯の設置
を検討し、必要があれば設置しています。そのほか道路照明灯の維持管理を引き続き努めて
まいります。
常会、自治会が成り立たなくなり、絶滅しているところもある。防犯灯の電気代等の支
払いについてどのようにしていくのか
防犯灯のニーズは地域ごとに異なるところであり、地域が主体となって設置・維持し
ていくという考えはかねてより変わりありません。地域で設置する防犯灯の設置費用
の一部を市が補助する「明るい街並み防犯灯ＬＥＤ化推進事業」を活用し、月々の使
用料の縮減等に取り組んでいただき、地域での維持管理にご協力ください。



令和６年第２回定例会に提出された議案等
事件
番号 件　　　　　名 内　　　　　容 審議結果

報　 告
第 ３ 号

専決処分の承認を求めることについ
て（高萩市市税条例の一部改正につ
いて）

地方税法等の一部改正に伴い、個人住民税
所得割額から、納税者及び配偶者を含めた
扶養親族１人につき１万円の減税の実施等
を行うもの。

原案承認
（全員賛成）

報　 告
第 ４ 号

専決処分の承認を求めることについ
て（高萩市都市計画税条例の一部改
正について）

地方税法等の一部改正に伴い、土地に係る
負担調整措置の３年延長等を行うもの。 原案承認

（全員賛成）

報　 告
第 ５ 号

専決処分の承認を求めることについ
て（高萩市国民健康保険税条例の一
部改正について）

地方税法等の一部改正に伴い、国民健康保
険税の後期高齢者支援金等課税額に係る
課税限度額の引き上げ等を行うもの。

原案承認
（全員賛成）

報　 告
第 ６ 号

専決処分の報告について（損害賠償
の額の決定及び和解について）

市道石畳舗装の石が跳ね上がり、走行中の
車両に損害を与えたもの。 ―

報　 告
第 ７ 号

令和５年度高萩市一般会計予算継続
費繰越計算書について

萩っ子・子育て支援事業計画策定経費につ
いて、継続費の翌年度への繰越額を報告す
るもの。

―

報　 告
第 ８ 号

令和５年度高萩市一般会計予算繰越
明許費繰越計算書について

市道維持補修事業、市道舗装改良事業等に
ついて、翌年度への繰越額を報告するもの。 ―

報　 告
第 ９ 号

令和５年度高萩市一般会計予算事故
繰越し繰越計算書について

市道舗装改良事業、街路整備事業について、
翌年度への繰越額を報告するもの。 ―

報　 告
第 10 号

令和５年度高萩市水道事業会計予算
繰越計算書について

配水管布設替工事について、翌年度への繰
越額を報告するもの。 ―

報　 告
第 11 号

令和５年度高萩市工業用水道事業会
計予算繰越計算書について

工業用水道配水管布設替工事について、翌
年度への繰越額を報告するもの。 ―

議　 案
第 40 号

高萩市教育委員会の委員の任命につ
いて

鷺真由美氏の任命について、議会の同意を
求めるもの。

原案同意
（全員賛成）

議　 案
第 41 号

高萩市固定資産評価審査委員会の委
員の選任について

大髙司郎氏が任期満了となるため、再任に
ついて、議会の同意を求めるもの。

原案同意
（全員賛成）

議　 案
第 42 号

高萩市個人番号の利用等に関する条
例の一部改正について

行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律等の一部を
改正する法律の施行に伴い、本条例の引用
箇所における文言の整理を行うもの。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 43 号

高萩市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準等の一部改正に伴い、職員配置基準の
見直し等を行うもの。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 44 号

茨城県後期高齢者医療広域連合規約
の変更に関する協議について

行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律等の一部を
改正する法律の施行に伴い、規約の変更に
ついて、議会の議決を求めるもの。

原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 45 号

指定管理者の指定について 高萩市民球場の指定管理者を指定するもの。 原案可決
（全員賛成）

議　 案
第 46 号

令和６年度高萩市一般会計補正予算
（第１号）

歳入歳出予算に、１億1,936 万１千円を
追加するもの。個別予防接種経費等の増。 取下げ

議　 案
第 47 号

令和６年度高萩市一般会計補正予算
（第１号）

歳入歳出予算に、１億1,331万１千円を
追加するもの。個別予防接種経費等の増。

原案可決
（全員賛成）

提出された議案等について、内容の詳細は、議会事務局で閲覧できます。
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吉
川　
道
隆　
議
員

質
問　
高
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
は
石

滝
サ
ッ
カ
ー
場
を
譲
渡
し
た
か
ら
だ
と

思
う
が
、
譲
渡
時
期
は
わ
か
っ
て
い
た

の
だ
か
ら
、
も
っ
と
早
く
計
画
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

企
画
総
務
部
長　
公
共
施
設
等
の
集
約

化
・
複
合
化
事
業
と
し
て
、
適
正
管
理

推
進
事
業
債
の
対
象
に
な
る
と
整
備
の

吉
川　
道
隆　
議
員

質
問　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

の
は
、
専
門
知
識
や
経
験
に
よ
っ
て
効

率
的
な
施
設
管
理
が
な
さ
れ
、
経
費
削

減
効
果
を
期
待
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
今
後
市
が
払
う
指
定
管
理
料
の

金
額
は
、
市
が
管
理
す
る
よ
り
少
な
く

な
る
の
か
。

教
育
部
長　
市
が
予
定
し
て
い
た
管
理

運
営
費
よ
り
も
経
費
が
抑
え
ら
れ
る
よ

う
考
え
て
い
る
。
今
後
、
協
議
し
て
、

協
定
を
結
ぶ
た
め
調
整
を
行
う
。

議
案
第
45
号　
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

議
案
第
46
号　
令
和
６
年
度
高
萩
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

財
源
が
確
保
で
き
る
。
そ
れ
に
は
売
却

が
き
ち
ん
と
決
ま
っ
て
い
な
い
と
使
え

な
か
っ
た
の
で
今
回
の
提
案
と
な
っ
た
。

質
問　
人
工
芝
の
整
備
範
囲
は
。
野
球

の
団
体
に
は
理
解
し
て
も
ら
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　

整
備
工
事
費
の
関
係
で

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
一
面
を
整
備
予
定
。

野
球
は
継
続
で
き
る
と
思
う
が
、
具
体

的
に
は
今
回
の
設
計
の
中
で
検
討
す
る
。

菊
地　
正
芳　
議
員

質
問　
個
別
予
防
接
種
経
費
５
０
２
３�

万
３
千
円
の
中
の
妊
婦
に
対
す
る
助
成

の
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
今
回
補
正
す
る
内
容

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

経
費
と
な
り
ま
す
。
妊
婦
が
妊
娠
後
期

に
感
染
し
た
場
合
、早
産
率
が
高
ま
り
、

患
者
本
人
が
一
部
重
症
化
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
年

齢
で
の
妊
娠
、
肥
満
、
高
血
圧
及
び
糖

尿
病
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
の
重
症
化
リ
ス
ク
因
子
で
あ

る
と
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
妊
婦
に
つ
き
ま
し
て

は
、
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
ま
し
て

全
額
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

質
問　

妊
婦
世
帯
の
夫
に
つ
い
て
も
、

補
助
を
し
て
、
任
意
接
種
の
後
押
し
を

す
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
妊
婦
世
帯
の
夫
の
罹

患
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
に
限
ら
ず
、
病
気
、
け
が
を
負
っ

た
場
合
に
起
き
得
る
リ
ス
ク
管
理
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
家
庭
内
で
の

日
頃
か
ら
の
話
合
い
等
を
行
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
久　
聡
至　
議
員

質
問　
高
浜
ス
ポ
ー
ツ
広
場
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
事
業
６
０
５
万
円
に
つ
い
て
、

整
備
す
る
必
要
性
を
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
施
設
を
有
効
活
用
し
、
選

手
の
競
技
力
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
交
流
人
口
の
増
加
並
び
に
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

質
問　
津
波
浸
水
区
域
だ
が
、
避
難
計

画
は
作
成
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
部
長　
現
在
作
成
し
て
い
ま
す
。

質
問　

工
事
費
に
つ
い
て
他
市
で
は
、

２
億
４
千
万
円
程
度
だ
が
、
見
込
額
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
設
計
の
中
で
算
出
す
る
た

め
、
現
在
お
示
し
で
き
ま
せ
ん
。

質
問　
現
在
使
用
し
て
い
る
団
体
に
は

通
告
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
部
長　
今
後
説
明
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
駐
車
場
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
設
計
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

質
問　
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
具
体
的
な
時
期
は
お
示
し

で
き
ま
せ
ん
。

質
問　
料
金
設
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
運
用
費
を
基
準
に
算
出
し

ま
す
。

田
所　
和
雄　
議
員

質
問　
横
町
橋
撤
去
設
計
委
託
料
４
５�

０
万
円
に
つ
い
て
、
撤
去
す
る
に
至
っ

た
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　
当
該
橋
梁
は
、
関
根

川
と
竜
子
川
の
合
流
部
の
下
流
に
あ
る

人
道
橋
で
、
昨
年
９
月
の
台
風
13
号
で

被
災
し
、現
在
通
行
止
に
し
て
い
ま
す
。

近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
に
ご
意
見
を
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
、利
用
者
は
少
な
く
、

橋
に
流
木
等
が
引
っ
か
か
り
浸
水
被
害

の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
の
ご
意
見
も
頂
き
、
今
後
の
災
害

防
止
の
た
め
に
も
早
期
の
撤
去
が
必
要

と
判
断
し
ま
し
た
。

質
問　
設
計
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　
橋
梁
解
体
工
事
の
工

法
選
定
を
行
う
も
の
で
す
。
周
辺
道
路

幅
員
が
狭
小
で
あ
る
た
め
、
重
機
搬
入

経
路
の
検
討
な
ど
課
題
が
あ
り
、
専
門

的
知
識
を
踏
ま
え
て
設
計
に
反
映
し
ま

す
。
設
計
委
託
期
間
は
、
約
３
か
月
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
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委
員
会
審
査
報
告

６
月
17
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
２
件
、
陳
情
２
件
の
審
査
を

行
っ
た
。

６
月
14
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
報
告
３
件
、
議
案
４
件
の
審
査
を

行
っ
た
。

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問　
市
民
球
場
の
利
用
料
金
を
決
め
る

の
は
市
の
方
で
す
か
、
そ
れ
と
も
指
定

管
理
者
で
す
か
。

答　
予
約
申
請
方
法
や
使
用
料
は
、
市

が
決
め
ま
す
。
申
請
は
市
民
体
育
館
で

受
け
付
け
し
、
使
用
料
は
条
例
の
規
定

に
基
づ
い
て
お
り
ま
す
。

問　
指
定
管
理
者
は
委
託
料
の
中
で
運

営
し
、
利
益
を
出
す
こ
と
は
な
い
の
で

す
か
。

答　
委
託
料
の
範
囲
で
、
管
理
運
営
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　
委
託
料
の
支
払
い
方
法
は
。

答　
本
年
10
月
か
ら
翌
々
年
度
ま
で
の

総
務
産
業
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

件　　　　　名 結　　果

農道の草刈りに関する陳情 採　　択

子供たちの安全と住環境の改良を求める陳情 継続審査

請願・陳情の審議結果

坪
和　
久
男　
議
員

質
問　

集
会
所
管
理
用
備
品
購
入
費

１
１
９
万
５
千
円
の
補
正
理
由
を
伺
い

ま
す
。

企
画
総
務
部
長　
駒
形
集
会
所
の
会
議

用
の
机
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
現
在

の
机
は
、
脚
が
折
り
畳
み
式
と
な
っ
て

い
る
机
で
、
古
く
重
量
も
あ
り
、
移
動

や
設
置
、
収
納
時
な
ど
に
け
が
の
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
つ
に
折
り
畳
み

が
で
き
る
キ
ャ
ス
タ
ー
つ
き
の
会
議
用

机
20
台
を
整
備
、更
新
す
る
も
の
で
す
。

質
問　
ム
ー
ビ
ー
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
開
催
委
託
料
50
万
円
の
補
正
理
由
を

伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
映

え
ス
ポ
ッ
ト
、
食
べ
物
な
ど
各
テ
ー
マ

に
基
づ
き
、
市
内
外
の
多
く
の
動
画
作

成
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
に
本
市
の
観
光
資

源
を
活
用
し
た
動
画
や
写
真
を
撮
影
し

て
も
ら
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
活
用
を
視
野

に
１
分
以
内
の
映
像
作
品
や
写
真
を
応

募
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
撮
影
者
や
動

画
を
見
た
人
の
来
訪
や
情
報
発
信
な
ど

の
直
接
的
な
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
観

光
資
源
の
新
た
な
活
用
の
視
点
な
ど
、

間
接
的
な
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

債
務
負
担
行
為
の
た
め
、
次
回
の
補
正

で
計
上
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
委
託
料
の
金
額
は
。

答　
明
秀
学
園
と
の
協
定
締
結
の
金
額

と
し
て
、
年
間
６
５
０
万
円
を
上
限
と

し
て
考
え
て
い
ま
す
。
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質
問　

高
萩
市
の
寄
附
額
は
県
内
で

ワ
ー
ス
ト
２
位
、
寄
附
件
数
は
県
内
で

最
下
位
。
全
国
１
０
０
位
以
内
の
市
町

村
で
は
掲
載
サ
イ
ト
数
が
多
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
寄
附
額
を
増
額
さ
せ
る
た

め
に
も
、
掲
載
サ
イ
ト
を
増
加
さ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
画
総
務
部
長　

サ
イ
ト
を
拡
充
し
、

寄
附
の
窓
口
を
広
げ
る
こ
と
も
寄
附
額

の
増
に
つ
な
が
る
有
効
な
手
段
で
す
。

サ
イ
ト
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
、
委
託
事
業
者
な
ど
と
調
整

し
、
本
市
に
合
っ
た
サ
イ
ト
の
拡
充
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

質
問　
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
収
入
・

支
出
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

企
画
総
務
部
長　
年
度
ご
と
の
収
入
・

支
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
問　
市
民
の
方
が
他
自
治
体
に
寄
附

し
て
い
る
令
和
５
年
度
の
総
額
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

企
画
総
務
部
長　

市
内
在
住
の
方
か

ら
、
市
外
へ
納
税
が
あ
っ
た
金
額
は

６
１
６
７
万
６
６
０
３
円
で
す
。

質
問　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

市
長　
体
験
型
の
返
礼
品
や
企
業
か
ら

協
力
を
得
て
、返
礼
品
の
数
を
拡
大
し
、

今
後
様
々
な
取
組
を
し
て
、
ワ
ー
ス
ト

か
ら
脱
却
で
き
る
よ
う
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問　
行
政
で
は
自
然
災
害
時
に
避
難

所
の
ト
イ
レ
対
策
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　
能
登
半
島
地
震
の
よ

う
な
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
下
水
道

が
被
災
し
た
時
は
、
地
域
防
災
計
画
に

お
い
て
緊
急
く
み
取
り
の
実
施
、
避
難

所
へ
の
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
を
進
め
る

と
と
も
に
、
早
期
の
応
急
復
旧
を
実
施

す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の

際
、
協
定
を
結
ん
で
い
る
建
設
機
器

リ
ー
ス
事
業
者
に
よ
り
、
仮
設
ト
イ
レ

の
レ
ン
タ
ル
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　
行
政
で
も
簡
易
ト
イ
レ
を
用
意

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
く

ら
い
の
量
を
用
意
さ
れ
て
い
る
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄

数
に
つ
い
て
は
、
３
０
０
備
蓄
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
津
波
避
難
階

段
の
最
上
部
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の

ト
イ
レ
を
備
え
つ
け
て
い
る
状
況
で
す
。

質
問　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
箇

所
に
つ
い
て
は
、
被
害
状
況
に
よ
っ
て

設
置
箇
所
を
考
え
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
で
は
既
に
遅
い
と
思
う
の
で

す
が
。

副
市
長　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
広
域
下
水
道
組
合
と
か
な

り
打
合
せ
を
行
い
、
ど
こ
に
つ
け
る
か

と
い
う
こ
と
を
調
整
し
て
お
り
ま
す
。

下
水
道
の
場
合
は
、
自
然
流
下
と
い
う

の
が
大
事
な
と
こ
ろ
に
な
っ
て
き
ま
す

の
で
、
高
萩
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
学

校
等
の
避
難
施
設
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
設
置
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

に
、
児
童
公
園
等
で
設
置
が
可
能
な
場

所
を
決
め
て
お
り
ま
す
。

自
然
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

大
森
要
二

�

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

髙
久
聡
至

�

議
員

収入 支出

平成30年度 565万500円 303万2014円

令和元年度 1382万9000円 761万4028円

令和２年度 1892万2000円 979万7881円

令和３年度 2271万6000円 1132万9217円

令和４年度 2171万6000円 1085万5541円

令和５年度※ 2871万8000円 1632万1179円

※見込額
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質
問　
進
捗
と
公
表
の
目
標
時
期
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　
避
難
所
の
確
保
が
完

了
、
し
か
し
諸
課
題
を
残
す
状
況
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

市
長　
地
形
や
環
境
、
災
害
の
規
模
に

応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
策
定
す

べ
く
時
間
を

要
し
て
い
ま

す
が
、
諸
課

題
を
ク
リ
ア

し
、
速
や
か

に
計
画
を
策

定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

質
問　
概
要
と
移
動
時
の
安
全
、
移
行

期
に
立
つ
子
ど
も
た
ち
の
心
の
問
題
へ

の
配
慮
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
生

徒
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
で
あ
り
、

休
日
は
異
な
る
競
技
を
行
う
こ
と
や
、

休
む
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
、
大
会
は

引
き
続
き
学
校
単
位
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
。

　
自
転
車
で
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
の
加
入
や
各
学
校

に
お
い
て
も
保
険
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
を
促
し
て
安
全
へ
の
配
慮
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
に
寄
り
添
う
体
制
づ
く
り

と
し
て
、
教
育
的
意
義
や
役
割
等
を
指

導
者
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
指
導
者

が
的
確
な
指
導
を
行
え
る
よ
う
研
修
等

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問　
夢
ふ
う
せ
ん
の
事
業
活
性
化
を

図
る
た
め
、
食
品
用
自
動
販
売
機
の
設

置
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
や
、そ
れ
に
伴
う
賑
わ
い
の
創
出
、

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
職
員
の
福
利
厚
生

の
充
実
な
ど

が
期
待
で
き

ま
す
の
で
、

設
置
事
業
者

と
も
協
議
し

て
、
導
入
に

向
け
た
検
討

を
い
た
し
ま

す
。

〇
都
市
計
画
道
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

〇
自
治
会
の
持
続
可
能
な
運
営
に
つ
い
て

質
問　
教
育
長
の
選
挙
投
票
率
の
低
下

に
関
す
る
認
識
と
対
策
、
義
務
教
育
で

の
取
組
等
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　
小
中
学
生
の
選
挙
に
対
す
る

意
識
高
揚
を
図
る
取
組
は
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
現
在
、
小
学
校
社
会
科

で
は
、
政
治
の
仕
組
み
を
学
習
す
る
中

で
、
選
挙
制
度
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

選
ば
れ
た
人
々
の
考
え
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

や
、
国
民
の
意
見
が
大
き
な
力
に
な
っ

て
政
治
を
動
か
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
な

ど
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は

公
民
の
授
業
で
選
挙
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

だ
け
で
な
く
、
御
家
庭
で
も
保
護
者
の

方
が
選
挙
、
政
治
に
関
す
る
話
題
や
、

保
護
者
の
方
自
身
が
選
挙
に
出
向
く
姿

を
お
子
さ
ん
に
見
せ
る
と
い
う
こ
と
も

大
き
な
要
因
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　
カ※１
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　
現
在
市
役
所
窓
口
で
重
大
な
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
っ
た
案

件
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
予

防
的
な
観
点
か
ら
も
、
職
員
を
守
る
た

め
に
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
私
は
職
員
一
人
一
人
を
財
産
だ

と
捉
え
、
組
織
の
貴
重
な
人
財
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
政
の
発
展
に
貢
献
し
て

く
れ
る
、
そ
の
人
財
を
守
る
取
組
の
一

つ
と
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
推

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
樹
木
管
理
と
草
刈
り
・
除
草
に
つ 

い
て

〇
エ
シ
カ
ル
と
い
う
価
値
観
に
つ
い
て

選
挙
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

今
川
敏
宏

�

議
員

原
子
力
災
害
に
備
え
た
広
域

避
難
計
画
策
定
に
つ
い
て

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
ラ

ウ
ン
ジ
活
用
促
進
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

藤
橋　
隼

�

議
員

総合福祉センター内ラウンジ
喫茶夢ふうせん

※１･･･12 ページの用語解説をご参照ください。
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質
問　
本
市
の
避
難
行
動
要
支
援
者
に

な
る
方
の
要
件
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
高
萩
市
地
域
防
災
計

画
に
規
定
し
て
い
る
要
件
は
、
７
点
で

す
。
１
点
目
、
在
宅
で
介
護
認
定
が
要

介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
た
方
、
２

点
目
、
在
宅
で
身
体
障
害
者
手
帳
が
２

級
以
上
の
方
、
３
点
目
、
在
宅
で
療
育

手
帳
が
Ａ
以
上
の
方
、
４
点
目
、
在
宅

で
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が
１
級

の
方
、
５
点
目
、
65
歳
以
上
の
独
居
者

も
し
く
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
支
援

が
必
要
な
方
、
６
点
目
、
在
宅
で
避
難

時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
難
病
の
方
、

７
点
目
、
そ
の
他
支
援
を
必
要
と
す
る

方
で
す
。

質
問　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登

録
済
み
の
全
体
人
数
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
現
在
、
市
が
把
握
し

て
い
る
全
体
人
数
は
１
３
４
８
人
で
す
。

質
問　
昨
年
９
月
に
発
災
し
た
台
風
13

号
で
の
名
簿
の
活
用
状
況
、
避
難
効
果

を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
昨
年
９
月
に
発
生
し

た
台
風
13
号
の
際
は
、
実
効
性
の
高
い

避
難
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
避
難
行

動
要
支
援
者
の
う
ち
、
優
先
度
を
規
定

し
た
現
行
の
個
別
避
難
者
名
簿
の
作
成

段
階
で
あ
っ
た
た
め
、
活
用
し
て
は
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
名
簿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４
月

に
完
成
し
、
今
後
、
提
供
さ
れ
ま
し
た

情
報
に
基
づ
き
、
地
域
の
避
難
行
動
要

支
援
者
の
把
握
、
お
の
お
の
の
状
況
の

確
認
、
防
災
訓
練
等
、
災
害
に
備
え
た

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
有
効
に
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。

〇
市
内
小
中
学
生
の
自
転
車
講
習
に
つ

い
て

質
問　
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
整
備

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
願
い

ま
す
。

教
育
部
長　
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
年
の
夏
の
猛

暑
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
児
童
生

徒
が
安
全
で
快
適
な
学
習
環
境
で
学
べ

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
学
校
体
育

館
は
、
災
害
発
生
時
の
地
域
住
民
の
避

難
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
た
め
、
防

災
機
能
強
化
の
観
点
か
ら
も
大
変
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
令
和
５

年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
３
か
年
で
、

全
て
の
小
中
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備

を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
高
萩
中
学
校
及
び
秋
山
中
学
校

の
設
置
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
８

月
ま
で
に
設
置
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
残
り
の
５
校
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
年
度
は
松
岡
中
学
校
、

秋
山
小
学
校
及
び
松
岡
小
学
校
の
設
置

工
事
を
発
注
し
、
残
り
の
高
萩
小
学
校

及
び
東
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来

年
度
に
設
置
工
事
を
予
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

質
問　

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

市
長　
市
民
、
地
域
、
企
業
な
ど
が
自

ら
積
極
的
に
行
動
す
る
自
助
、
地
域
防

災
力
の
要
と
し
て
自
主
防
災
組
織
等
が

行
動
す
る
共
助
と
、
行
政
等
が
行
動
す

る
公
助
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
連
携

対
応
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図

り
、
総
合
的
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

畠
山
結
樹

�

議
員

我
妻
康
伸

�

議
員

秋山中学校体育館
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質
問　
メ※４
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
関
す
る
市
へ

の
恩
恵
に
つ
い
て
。

市
民
生
活
部
長　
固
定
資
産
税
に
よ
る

税
収
増
加
に
つ
な
が
る
。
令
和
６
年
度

は
概
算
で
１
億
２
７
０
０
万
円
の
税
収

を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問　
固
定
資
産
税
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

固
有
の
利
益
で
は
な
い
。
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
が
あ
る
こ
と
で
、
市
に
有
利
・
優

先
的
に
な
る
も
の
は
あ
る
か
。

市
民
生
活
部
長　
災
害
時
等
の
電
力
の

優
先
供
給
等
、
特
別
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　
環
境
・
人
的
な
リ
ス
ク
に
対
し

て
、
太
陽
光
発
電
か
ら
得
ら
れ
る
恩
恵

が
な
い
。
旧
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
、
旧
加

工
製
紙
が
雇
用
・
交
流
人
口
を
生
ん
で

い
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
土
地
の
使
い

方
と
し
て
も
っ
た
い
な
い
。
改
め
て
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
関
す
る
見
解
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
本
市
で
は
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
表
明
し
て
い
る
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
有
望
で
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
。太
陽
光
発
電
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
、

維
持
管
理
の
問
題
、
土
砂
災
害
の
発
生

懸
念
等
は
認
識
し
て
い
る
。
国
は
再
エ

ネ
特
措
法
等
を
改
正
し
規
制
を
強
め
、

県
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
法
令
等

遵
守
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
本
市

も
事
業
者
を
指
導
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
に
よ
り
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
を
目
指
す
。

質
問　
県
や
国
の
新
た
な
認
定
制
度
は

理
解
し
た
。
し
か
し
危
機
感
を
持
っ
て

認
定
の
可
否
を
考
え
て
ほ
し
い
。
新
規

設
置
の
規
制
を
市
独
自
で
も
考
え
、
条

例
化
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
現
時
点
で
は
条
例
の

規
制
で
は
な
く
、
関
係
法
令
遵
守
の
指

導
で
対
応
す
る
。

〇
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
に
つ
い
て

大
平　
望

�

議
員

そ
の
他
の
質
問

質
問　
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
、
社
会

参
加
、
デ
ジ
タ
ル
へ
の
抵
抗
払
拭
を
目

的
に
、
ｅ※２
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
会
等
を
行

う
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
茨
城
県
社

会
福
祉
協
議
会
で
も
推
進
し
て
い
る
。

本
市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

非
常
に
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
。

調
査
研
究
し
て
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え

た
い
。

質
問　
推
進
計
画
の
中
に
市
内
の
民
間

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
協
力
し
て
い
く
と
い

う
記
載
が
あ
る
。
市
民
体
育
館
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
設
備
は
老
朽
化
が
進
み
、

使
い
づ
ら
い
。
新
し
く
交
換
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
市
が
利
用
料
金
の
一
部

を
負
担
し
て
市
民
料
金
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
民
間
施
設
の
活
用
を

交
渉
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
民
間
施
設
も
維
持
す
る
た
め
に

利
用
者
が
増
え
な
い
と
い
け
な
い
。
民

間
と
行
政
が
連
携
す
る
こ
と
で
ウ
ィ
ン

ウ
ィ
ン
の
関
係
が
で
き
る
よ
う
、
市
が

一
部
負
担
を
し
て
、
市
民
が
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
へ
の

社
会
的
効
果
、
経
済
効
果
を
創
出
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
デ※３
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
の
コ
ー
ス
を

花
貫
さ
く
ら
公
園
、
ま
た
は
森
林
公
園

に
造
っ
て
は
ど
う
か
。
県
内
に
２
か
所

あ
る
が
、
県
北
に
は
な
い
。
デ
ィ
ス
ク

ゴ
ル
フ
は
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し

め
る
し
、
年
間
を
通
し
て
大
会
が
行
わ

れ
、
プ
ロ
の
選
手
も
い
る
。
交
流
人
口

の
増
加
に
つ
な
が
り
経
済
効
果
も
期
待

で
き
る
。

市
長　
三
世
代
交
流
ふ
れ
あ
い
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
デ
ィ
ス
ク
ゴ

ル
フ
を
行
っ
て
い
る
。
交
流
人
口
や
滞

在
人
口
の
拡
大
に
資
す
る
も
の
で
あ
る

の
で
、
よ
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

〇
消
防
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
つ
い
て

吉
川
道
隆

�

議
員

そ
の
他
の
質
問

まだ市と連携されてない市内の民間スポーツ施設
カーブス　と　JOYFIT24

※２・※３・※４･･･12 ページの用語解説をご参照ください。
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質
問　
群
馬
県
高
崎
市
で
は
、
登
録
事

業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
週
７
日
、朝
食
、

昼
食
、
夕
食
の
配
食
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
必
要
と
認
め
れ

ば
１
食
３
５
０
円
か
ら
上
限
７
０
０
円

で
利
用
で
き
、
配
食
時
、
気
に
な
る
こ

と
が
あ
れ
ば
家
族
に
知
ら
せ
た
り
、
一

人
暮
ら
し
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
は
、

医
療
や
介
護
に
つ
な
ぐ
サ
ポ
ー
ト
も
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
賃
貸
住
宅
の
入

居
が
難
し
い
場
合
は
、
入
居
前
の
相
談

や
物
件
の
紹
介
か
ら
、
入
居
後
の
見
守

り
や
家
賃
の
債
務
保
証
も
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
亡
く
な
っ
た
後
の
葬
儀

の
手
続
を
行
う
法
人
も
あ
る
そ
う
で

す
。
大
阪
府
豊
中
市
で
は
、
電
話
の
な

い
方
で
緊
急
対
応
が
必
要
な
持
病
の
あ

る
方
に
無
料
で
電
話
を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
独
居
高
齢
者
で
援
助
が

必
要
な
方
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
の
方

が
軽
度
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
便
利
屋
事
業
も
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
問
題
や
悩
み
を
で
き
る
だ

け
早
く
聞
き
取
り
、
的
確
な
支
援
を

待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

支
援
事
業
に
は
国
の
助
成
制
度
も
あ
り

ま
す
。
市
長
に
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
長　

こ
れ
だ
け
高
齢
化
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
見
守
り
支
援
に
つ
い
て

は
さ
ら
に
重
要
性
が
高
ま
り
、
今
後

様
々
な
支
援
の
在
り
方
、
体
制
が
必
要

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
取

組
が
高
齢
者
の
命
を
救
っ
た
り
、
安
心

し
た
生
活
の
一
助
を
示
す
も
の
で
す
の

で
、
今
後
地
域
の
方
々
に
も
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
見
守
り
活
動
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
見

守
り
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
他
の
自

治
体
の
先
進
的
な
取
組
に
つ
い
て
も
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
社
人
研
が
公
表
し
た
日
本
の
地

域
別
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
各
市
の
総

人
口
の
推
移
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

高
萩
市
の
減
少
率
が
最
も
高
く
、
潮
来

市
と
の
差
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
本
市

の
急
激
な
人
口
減
少
の
現
状
に
つ
い

て
、
市
長
の
所
感
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

人
口
減
少
や
少
子
化
対
策
は
、

国
全
体
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。
基
礎
自
治
体
と
し
て
実

施
可
能
な
施
策
を
更
に
充
実
し
、
移
住

人
口
の
確
保
と
市
民
の
皆
様
に
対
す
る

支
援
施
策
に
よ
り
、
人
口
減
少
対
策
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
実
績
に
結
び
つ
く
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
大
き
な
人
口
減
少
対
策
を
望
み

ま
す
。
人
口
戦
略
会
議
の
レ
ポ
ー
ト

で
、
本
市
の
総
人
口
は
令
和
32
年
に

１
４
８
２
４
人
に
減
少
し
、
か
つ
若
年

女
性
人
口
が
７
６
５
人
に
減
少
し
、
減

少
率
65
％
で
、
本
市
は
消
滅
可
能
性
都

市
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
急
激
な

人
口
減
少
推
計
に
対
す
る
担
当
部
長
の

所
感
を
伺
い
ま
す
。

企
画
総
務
部
長　
市
町
村
間
で
人
口
の

奪
い
合
い
を
す
る
の
で
は
な
く
、
国
や

県
の
施
策
の
方
向
性
に
合
わ
せ
て
、
創

生
総
合
戦
略
の
各
種
施
策
を
着
実
に
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
高
萩
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
令
和
３
年

改
訂
版
）
に
つ
い
て

〇
第
２
期
高
萩
市
創
生
総
合
戦
略

（
２
０
２
１
→
２
０
２
５
）
に
つ
い
て

〇
第
３
期
高
萩
市
創
生
総
合
戦
略
の
策

定
に
つ
い
て

高
萩
市
の
人
口
減
少
の
現
状

に
つ
い
て

独
居
高
齢
者
に
対
す
る
見
守
り

支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

田
所
和
雄

�

議
員

八
木
陽
子

�

議
員

地域別将来推計人口（令和５年推計）

令和２年
（人）

令和32年
推計（人）

人口
減少率（％）

高萩市 27,699 14,824 46.50

北茨城市 41,801 24,023 42.50

日立市 174,506 104,391 40.20

潮来市 27,604 16,865 38.90

水戸市 270,685 243,760 10.00
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質
問　
護
岸
等
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
。

産
業
建
設
部
長　
茨
城
県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
復
旧
工
事
箇
所
は
、
朝
香
橋

付
近
と
手
綱
工
業
団
地
入
口
付
近
右
岸

側
・
左
岸
側
を
実
施
し
、
全
て
の
工
事

が
８
月
下
旬
に
完
了
予
定
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

質
問　
し※５
ゅ
ん
せ
つ
工
事
計
画
及
び
水

害
地
域
か
ら
の
要
望
（
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
、
樹
木
の
撤
去
、
石
垣
の
修
繕
）
に

つ
い
て
。

産
業
建
設
部
長　
茨
城
県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
土
砂
の
堆
積
が
多
く
、
流
下

を
阻
害
し
て
い
る
箇
所
な
ど
を
現
地
調

査
し
た
上
で
、
し
ゅ
ん
せ
つ
箇
所
を
選

定
し
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
水
害
地
域

か
ら
の
要

望
に
つ
い

て
は
、
河

川
の
し
ゅ

ん
せ
つ
や

護
岸
の
修

繕
、
樹
木

の
伐
採
な

ど
の
要
望

を
頂
い
て

お
り
、
茨

城
県
に
随
時
要
望
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
議
員
御
紹
介
の
事
案
も
含
め
引

き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
高
萩
市
に
寄
せ
ら
れ
た
不
審
者

情
報
の
過
去
５
年
間
の
件
数
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

質
問　
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
不
審
者

情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
人
物
の
特
徴

等
の
放
送
は
抑
止
効
果
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

教
育
部
長　
本
市
で
は
、
令
和
元
年
よ

り
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
、
下
校
時

刻
に
合
わ
せ
た
見
守
り
放
送
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
議
員
御
提
案
の
防
災
行

政
無
線
に
よ
り
情

報
を
発
信
す
る
こ

と
に
つ
き
ま
し
て

も
、
不
審
者
に
よ

る
被
害
や
危
険
な

案
件
が
発
生
し
、

緊
急
に
周
知
が
必

要
と
な
る
場
合
に

は
、
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

関
根
川
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

児
童
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保

等
に
つ
い
て

坪
和
久
男

�

議
員

関根川・関根前川合流地点
（令和６年５月 12日撮影）

質
問　
浸
水
セ
ン
サ
ー
の
設
置
は
、
道

路
の
冠
水
状
況
を
い
ち
早
く
把
握
し
、

被
害
が
起
き
る
前
に
迅
速
に
対
応
す
る

事
で
二
次
災
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
事

に
つ
な
が
る
た
め
設
置
に
つ
い
て
見
解

を
伺
う
。

市
長　
本
市
で
も
冠
水
の
恐
れ
が
高
い

道
路
も
あ
る
事
か
ら
、
他
の
自
治
体
で

の
導
入
状
況
を
調
査
研
究
し
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の
整
備

と
は
、
障
が
い
の
有
無
や
世
代
、
国
籍

な
ど
の
差
異
を
超
え
、
公
園
を
利
用
し

て
頂
く
と
い
う
事
。
こ
う
し
た
新
た
な

理
念
の
も
と
に
普
及
し
て
い
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
市
内
公
園
に
も
設
置

す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
新
た
な
公
園
整
備
や
遊
具
の
設

置
を
計
画
す
る
際
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問　

森
林
公
園
整
備
は
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
と
し
て
整
備
す
る
に
は

最
高
の
条
件
で
あ
り
、
対
外
的
に
も
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
新
た
な
高
萩
市
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
り
得
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

市
長　
整
備
基
本
構
想
の
方
針
は
ま
さ

に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
整
備
と
言
え

る
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
よ
り

多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
、
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
使
え
ば

窓
口
で
大
声
で
話
す
事
も
な
く
、
個
人

情
報
を
周
囲
に
聞
か
れ
る
リ
ス
ク
を
減

ら
す
事
が
で
き
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
も
つ
な
が
る
が
導
入
に
つ
い
て
考
え

を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
複
数
の
利
用
者
が
使

用
す
る
た
め
、
利
便
性
や
衛
生
面
等
を

考
慮
し
た
中
で
、
他
の
自
治
体
の
取
組

を
調
査
研
究
し
、
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
、
遊

具
の
整
備
に
つ
い
て

菊
地
正
芳

�

議
員

不審者情報

年度 件数

令和元年度 ８

令和２年度 ８

令和３年度 １

令和４年度 15

令和５年度 15

窓
口
業
務
に
つ
い
て

※５･･･12 ページの用語解説をご参照ください。
2024 年８月５日　（10）（第 180号）
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2
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例
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議
会
日
誌

7
月

２
日　
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
来
市

２
～
４
日

　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会
行
政
視
察

10
～
12
日

　
　
　
総
務
産
業
委
員
会
行
政
視
察

18
日　
議
会
広
報
委
員
会

22
日　
議
会
全
員
協
議
会

24
日　
議
会
広
報
委
員
会

　
　
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

5
月

11
日　
議
会
報
告
会

22
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会

29
日　
議
会
運
営
委
員
会

30
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

6
月

７
～
20
日

　
　
　
第
２
回
定
例
会

20
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
広
報
委
員
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
高

萩
読
み
き
か
せ
グ
ル
ー
プ
」
が
音

訳
し
た
『
議
会
だ
よ
り
』
を
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

声
の
広
報

（
議
会
だ
よ
り
の

　
　
　
音
声
版
）

政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に役立てるため必要な経費の一部として、議員に対して
交付されるものです。
高萩市議会議員には、１人当たり月額１万円が、年度当初の４月に１年分 12万円が交付されます。
各議員は、毎年収支報告書に領収書を添付して議長に提出し、残額は返還します。
なお、収支報告書は議会事務局で閲覧できます。 （単位：円）

項　目

氏　名

支　　　出　　　額 残　額
（戻入額）研修費 広報費 資料作成費 資料購入費 事務所費 合　計

坪和 久男 10,532 11,160 48,921 70,613 49,387
渡辺 悦夫 47,250 45,000 92,250 27,750
我妻 康伸 0 120,000
八木 陽子 48,000 6,602 21,576 39,520 115,698 4,302
大森 要二 2,508 82,360 84,868 35,132
田所 和雄 104,195 104,195 15,805
菊地 正芳 31,808 42,600 74,408 45,592
吉川 道隆 120,000 120,000 0
今川 敏宏 1,703 43,660 45,363 74,637
寺岡 七郎 4,421 42,543 19,962 66,926 53,074

新議員（４か月分）
大平 　望 40,000 　 40,000 0
畠山 結樹 0 40,000
髙久 聡至 40,000 40,000 0
藤橋 　隼 27,000 27,000 13,000

前議員（８か月分）
岩倉 幹良 1,215 1,361 23,600 25,821 51,997 28,003
平　 正三 69,630 6,369 75,999 4,001

令和 5 年度政務活動費の支出状況

2024 年８月５日　（11） （第 180号）



民 の 声市

大学院への進学を機に生まれ育った高萩を離
れ、早いもので５年が経ちます。進学や仕事の
都合で故郷を離れた今も、休日に大切な人や友
人とともに高萩を訪れることがあります。
「萩っ子」だった私は、高萩の素敵なところ
をたくさん知っています。広い敷地にたくさん
の桜が咲くさくら宇宙公園、砂も海も美しい高
戸小浜海岸、海が見える花貫ダム、紅葉のトン
ネル、県指定文化財の穂積家住宅で楽しむ古民
家レストラン……。毎日見ている朝ドラに、高
萩四英傑の一人である松村任三をモデルにした
人物が登場したときは、誇らしい気持ちになり
ました。
教育現場に携わる身となった今、私自身の故
郷を誇りに思う気持ちには、幼い頃の「郷育」
の影響が大きいように感じます。私が幼い頃、
周囲の大人は「高萩はいいところだ」と言い、

つくば市在住（高萩市出身）Ｏ・Ｍさん
そのよさを言葉や体験を通して繰り返し教えて
くれました。そのときの経験が、大切な人や友
人を故郷に連れていきたいという今の私の気持
ちに繋がっていると感じています。
高萩市の小中学生の数は年々減少していま
す。しかし、「萩っ子」ひとりひとりに郷土を
誇りに思う気持ちを育むことができれば、高萩
の魅力は着実に広まり深まっていくのではない
でしょうか。

用
　
語
　
解
　
説

一
般
質
問
に
お
い
て
使
わ
れ
た

用
語
（
※
印
）
に
つ
い
て
、
解
説

し
ま
す
。

※
１　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

暴
行
・
脅
迫
・
暴
言
・
不
当
な

要
求
と
い
っ
た
、
顧
客
に
よ
る
理

不
尽
で
著
し
い
迷
惑
行
為
の
こ

と
。略
し
て
カ
ス
ハ
ラ
と
も
い
う
。

※
２　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
を
チ
ェ

ス
や
将
棋
の
よ
う
に
競
技
と
し
て

捉
え
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
同
士
の
対
戦

を
行
う
こ
と
。

※
３　
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
使
用

し
た
競
技
の
一
種
。
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
を
模
し
た
小
型
の
コ
ー
ス
で
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
専
用

ゴ
ー
ル
に
い
か
に
少
な
い
投
数
で

入
れ
ら
れ
る
か
を
競
う
。

※
４　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
な
太
陽
光
発
電
所
。

※
５　
し
ゅ
ん
せ
つ
（
浚
渫
）

港
湾
・
河
川
・
運
河
な
ど
の
底

面
を
浚
っ
て
土
砂
な
ど
を
取
り
去

る
土
木
工
事
。
川
の
水
質
改
善
や

増
水
し
た
と
き
の
川
の
水
位
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
で
洪
水
や
高
潮
な

ど
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
行

わ
れ
る
。

茨城県市議会議長会定例会において、議員在職
８年表彰として渡辺悦夫議員、坪和久男議員が表
彰されました。

永年勤続議員表彰令和６年第３回定例会（９月）予定
6 日（金）　本会議　議案上程
9日（月）　本会議　一般質問
10日（火）　本会議　一般質問
12日（木）　本会議　議案質疑
13日（金）　文教厚生委員会
17日（火）　総務産業委員会
18日（水）　決算特別委員会（総務産業所管）
19日（木）　決算特別委員会（文教厚生所管）
20日（金）　決算特別委員会（特別・企業会計）
　　　　　議会改革特別委員会
25日（水）　本会議　採決

※開会中においても日程等が変更になるこ
とがあります。

高
戸
小
浜
海
岸

2024 年８月５日　（12）見やすく読み間違えにくいUD（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています。
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